
令和８年度 第８回群馬県中学校新人テニス大会要項 
 

１．主  催  群馬県中学校体育連盟  群馬県教育委員会  群馬県中学校長会 

太田市教育委員会   

 

２．後  援  群馬県市町村教育委員会連絡協議会 (公財)群馬県スポーツ協会 

群馬県テニス協会 上毛新聞社 群馬テレビ FM GUNMA   

 

３．期  日   令和８年１０月１０日(土)  予備日 １２日(月) 

 

４．会  場  サン・スポーツランド太田テニスコート（砂入り人工芝） 

        (所在地  太田市鳥山上町 2282 番地   TEL  0276-37-6868) 

 

５．参加資格   (１)群馬県中学校体育連盟に加盟した学校に在学し、当該校校長の参加許可を

得た生徒であること。 

                 (２)各郡市中体連の予選を通過した生徒、もしくは当該競技部で推薦された生

徒であること。 

         (３)参加資格の特例：学校教育法 134 条の各種学校(１条校以外)に在籍し、群

馬県中学校体育連盟が参加を認め､所在する郡市中学校体育連盟の予選

大会を経て、参加資格を得た生徒であること。 

        （４）地域クラブ活動の参加資格の特例については別紙とする。 

 

６．監督引率   (１)参加生徒の監督・引率は、出場校の校長・教員・部活動指導員とする。 

                 (２)監督の条件等は、県中体連「運動部活動顧問等の指導中における暴力・体

罰・セクハラ等に対する対応」による。 

 

７．参加制限     (１)種 目  男女別学校対抗団体戦 

          (２)出場数  参加希望制とする。参加希望の学校は、７月１７日（金）まで

に、宝泉中平林まで連絡をすること。参加校多数の場合は予選

をする場合がある。 

         (３)団体編成  ダブルス２ポイント、シングルス３ポイントの５ポイントと

し、学校長が出場を認めた同一校の選手１０名（最低７名）で

構成する。単複の重複は認めない。 

学校長が認めた監督・引率者がいないと出場できない。 

          

８．競技規則   (１)日本テニス協会競技規則に準じて行う。また、監督会議で確認された注意

事項を遵守すること。 

         (２)トーナメント方式・１セットマッチ（６－６タイブレイク）とする。ただ

し、参加希望のチームが６チーム以下であった場合はリーグ戦を行い、

６チームの場合は決勝トーナメントにより、順位を決める。状況によっ

ては、変更することもある。 

                 (３)使用球  ヨネックスツアープラチナムを使用する。 

 

９．参加申し込み (１)申込責任者 当該出場中学校長または地域クラブ活動代表者とする。 

                 (２)申 込 書  出場校（地域クラブ活動）は参加申込データを作成し、メー

ルにて申し込む。 

         (３)申 込 先 太田市立宝泉中学校 平林佑樹 E-mail：hirarin@ota.ed.jp 

                 (４)申込期日  令和８年 ９月２５日(金)メール必着。職印付きの原本は、

組み合わせ会議にて参加費と一緒に提出すること。 

※新規で参加をする際は、地区または県の役員に相談してから作成・申し込みすること。 



 

10．参 加 費    登録選手一人につき３００円の参加費をプログラム編成会議の時に納入する。 

 

11．表  彰    第３位まで賞状を授与する。 

      

令和７年度の成績 男子団体 優勝：群馬県立中央中等教育学校 

                 女子団体 優勝：太田市立宝泉中学校 

 

12．組み合わせ ９月２９日(火) の組み合わせ会議で決定する。 

        （１４：００ 宝泉行政センター） 

 

13．そ の 他  (１)服装   本大会に出場する監督、選手は出場規定を必ず守ること。 

(２)傷病   選手は「独立行政法人 日本スポーツ振興センター法」の適用 

    を受ける。 

(３)天候判断 必要に応じて、当日の朝に X（旧 twitter）にて連絡する。 

群馬県中体連・中テ連（https://twitter.com/gtyutaitennis） 

  ※その他不明な点等問い合わせ 競技部副委員長 平林 佑樹 

                 太田市立宝泉中学校 0276-31-4177 

(４)駐車場は、コート側１列は役員・関係者用駐車場なので、選手・保護者は

停めないようにする。 

(５)熱中症対策として、こまめな水分補給など、自己管理を心がける。 

(６)新型コロナウィルス感染拡大状況によっては、競技方法の変更を検討する。 

 

 


